
 

 

 

 

アフリカ豚熱（ASF）は海外家畜悪性伝染病であり、現時点で国内での確認はありませんが、万が一、

県内に侵入すると畜産業のみならず、地域経済にも大きな影響を及ぼします。 

今回、中予地方局管内の養豚場及び野生イノシシで本病が確認された場合の防疫対策について理解

を深め、防疫体制の整備を図るため、県内初となる標記研修会を実施しますので、お知らせします。 

記 

１ 開催日時・場所 

（１）日時  令和６年10月18日（金）13：00～15：30 

（２）場所  中予地方局７階大会議室 （局外についてはオンライン参加） 

２ 参集範囲  

県関係部局、市町、関係団体、養豚農家 等  約140人（オンライン含む） 

３ 実施内容 （スケジュール） 

（１）開会       13:00 

（２）現地対策本部長あいさつ    13:05～13:10 

（３）アフリカ豚熱防疫研修会    13:10～14:30 

①アフリカ豚熱（ASF）の現状 

②養豚場でのASF発生時の防疫措置について 

③野生イノシシでの防疫措置について 

（４）山間での防護柵等資材の紹介とその設置方法について 14:30～15:10 

講師：サージミヤワキ（株）札幌営業所長 宮脇健太朗 氏 

（５）総合討論      15:10～15:25 

（６）講評(県対策本部副統括部長：農業振興局長)  15:25～15:30 

（７）閉会       15:30 
 

 

令和６年度中予地方局アフリカ豚熱防疫研修会の開催について 

【 問合せ先 】  

中予家畜保健衛生所防疫課 徳永、北村 

TEL (089) 990-1333 

FAX (089) 955-1234 

Ｒ６.10.15 

 中予地方局中予家畜保健衛生所 

【 ASFとは 】 

・ASFウイルスによる豚・イノシシの伝染病。人には感染しない。 

・強い伝染性と高い致死率が特徴で、有効なワクチンや治療法は存在しない。 

・国際的な人・物流の動きにより国内への侵入が最も危惧されている伝染病。 

・アジアでは平成30年８月に中国で初めて確認されて以降、周辺国に拡大。 

・現在、東アジアで本病が確認されていないのは日本と台湾のみ。 


